
1 

 

 

 （ 

 

 

 

 

１． 活動報告（ 事務局 記） 

―２月２日（日）会員13名が参加し、水車周辺の整地、小川内（草原ゾーン）の除草、湿

地帯に仮置きされていた除去草の処理の作業を実施しました。 

作業の開始前には、20周年記念事業と湿地帯浚渫の事項について話し合いを行いました。 

 

―２月１５日（土）会員12名が参加し、湿地内浚渫に伴う各種作業として、湿地帯流出部、

堰の撤去(湿地帯の水位を下げるため)、湿地帯の掘削(水位低下時におけるの水生動物の

逃げ場確保)、湿地帯に仮置きされていた除去草の処理の作業を実施しました。 

作業の開始前には、20周年記念事業と11日に開催された生物多様性市民会議の報告の事

項について話し合いを行いました。 

 

 

２．今後の予定（ 事務局 記） 

◎行 事 

―３月１日（日）維持活動（修復作業） 

―３月２１日（土）維持活動（エコアップ、修復作業）） 

 

３．来訪者の声 

今回はありません。 

 

４．会員の声  「   」 （   記 ） 

 今回はありません。 

 

えんぽとたんぽの始発駅 

里山ビオトープ二俣瀬 

 

会 報 第 223号 

 

２０２０年２月２３日 

里山ビオトープ二俣瀬をつくる会 

編集責任者：原谷 一誠 

 



2 

 

 

５．ビオトープ関連：「山口県の昆虫たち」  （ 管 哲郎 記） 

（48）エンマコオロギ teleogryllus emma （コオロギ科） 

 皆さんおなじみの大型コオロギです。35㎜ほどと大きく、草むらに多く昼間は石の下や

わらの下などに潜み夜になると♂はコロコロリーと良く鳴き♀を呼びます。北海道から九州

までと、伊豆諸島や対馬にも分布します。種類も40種類ほどいるようですが、筆者も殆ど

知りませんでした。 

 秋に成熟しますが、夏から秋にかけ草むらを覗くといろんな種類のコオロギが見られます。

緑色をしたバッタ類に交じって茶褐色をしたコオロギにも目を向けてみてはいかがでしょ

う。様々な種類のコオロギが目に付くことと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     エンマコオロギ♂            エンマコオロギ♀ 

 参考・引用文献 

村井貴史・伊藤ふくお，2011．バッタ・コオロギ・キリギリス生態図鑑．449pp.北海道大学出版

会．札幌． 

海野和男、2013．フィールドガイド身近な昆虫識別図鑑．254pp．誠文堂新光社．東京． 

 

 

６．会よりの連絡事項 

今回はありません。 

   

 

７．編集後記 （ 若林 正治 記 ） 

 自分にとって、この数年、1年が終わるの早い、昨年平成が終わり令和も２年。少し前、

滝川クリステルが「おもてなし」とプレゼンしたと思っていたら、もう今年は2020年東京

オリンピックです。何とも早い。ビオトープでも昨年は原田賢治前会長がご逝去され何とも

寂しい思いをした。あれから一年、しかも今年はビオトープ20周年、水車も新しくなる。

新たに始まりの年を迎えている。もう２０年も経つのかとビックリしてしまう。これからも

自然の中で皆で作業が出来ると良いと思う。 

 


